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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　　　The　purposes　of　this　study　were　to　develop　an　adequate　scale　for　assessing　reasons　for

smoking，which　is　named”the　Reasons　for　Smoking　Assessment　Scale（RSAS）”，and　to

discuss　the　effects　of　nicotine　dependence　on　smoking　as　a　coping　behavior　to　stress．

　　　Instudy　I，the　RSAS　wasdevelopedbymodifyi㎎the　Hom－Waingrow　Scale．Itwas

administered　to　a　sample　of549undergraduate　students　and　employees（ma1e三356；female

＝193；〃＝38．9yrs．；SD＝15．8）．As　a　result　of　a　factor　ana1ysis，5factors（46．43％of　total

variance；Cronbachα三．83，．70，．64，．64，、62）consisting　of18items　were　extracted　and

named“Reduction　of　negative　affect”，“E1evation　and　stimulation”，“Habitual　use”，

“Pleasurable　relaxation”，and“Sensory　motor　manipu1ation”．According　to　this　resu1t，it

was　found　that　the　RSAS　had5scales　based　on　the　scales　of　the　Hom－Wai㎎row　Scale；

and　the　RSAS　had　sufficiently　high　construct　validity　and　reliabiIityI

　　　In　study　II，a　questiomaire　included　three　sca1es（Fagerstrom　Test　for　Nicotine

Dependence，Stress　Response　Scale，and　RSAS）was　administered　to　the　same　subjects　as

the　study　I．

　　　Correlation　analyses　and1factor　ANOVAs　using　scores　of　three　scales　were

conducted．

　　　　The　main　resu1ts　were　as　follows：

（1〕Subjects　who　had　smoked　more　than10years　show　high　nicotine　dependence、

（2〕Smokers　above30years　old　show　high　nicotine　dependence．

（3〕Nicotine　dependent　smokers　smoke　to　remove　their　negative　emotions　or　smoke

　　　habitua11y．

（4〕High－nicotine　dependent　smoking　does　not　have　a　role　as　an　effective　coping　behavior

‘人間健康科学科

｝早稲田大学大学院人間科学研究科

り）物伽刎ぴ肋伽勉肋α〃庇∫肋舳s
“Gη∂吻‘ε∫Cゐ001〆肋舳〃∫6伽Cε∫，肱ε6α

　　σ〃o㈱め

一101一



喫煙動機評価尺度（RSAS）の作成ならびにニコチン依存が喫煙のストレスコーピングとしての役割に及ぼす影響

　　tO　StreSS．

Key　Wo沁：reasons　for　smoking；assessment；factor　ana1ysis；nicotine　dependence；

　　　　　　smoking；coping

　　　　　　　　問題と目的

　これまで，特に欧米では，「人々はなぜタバコを

吸うのであろうか」という問いに理論的な説明を

するために，あるいは禁煙プログラムを開発する

ために，人々がタバコを吸う状況・動機を明らか

にするためめ研究が数多く行われ，喫煙行動を規

定する動機について心理社会的モデルの構築が試

みられてきた。喫煙動機に関する初期の研究の成

果の1つで，後の研究に大きな影響を与えた喫煙

動機の心理社会的モデルとして，Tomkins
（1966．1968）によるモデルが挙げられる。この

モデルによれば，喫煙行動は喫煙者の感情状態を

マネージメントするものとして動機づけられてい

る。すなわち，生得的な要因と学習の要因が結び

ついて喫煙することによって「不快な」感情が解

消されるようになる，あるいは「快い」感情がも

たらされると説明される。さらにTomkins（1968）

は，4つの喫煙動機を示唆している。それらは，

「否定的な感情の喫煙（いやな気持ちを振り払う

ような喫煙）」，「肯定的な感情の喫煙（楽しみなが

らの喫煙）」，「習憤の喫煙」，「心理的嗜好」であ

る。

　このような喫煙の心理社会的モデルに影響をう

け，これら喫煙動機を合理的かつ簡潔に測定する

ために開発された尺度としては，Hom－Wain－

grow　Scale（Costa＆Mccrae，1980）があり，

欧米で多用されている。これは，23項目の調査票

であり，「刺激」，「快楽・リラックス」，「感覚・運

動操作」，「不快な感情の除去」，「習憤」，「嗜好」

という6つの喫煙動機（Table1参照）を測定する

ように構成されている。欧米では，妥当性の研究

が何度も行われ（たとえば，Tate＆Stanton，

1990），因子分析によって6つの動機が因子として

確認されている。ところが，日本では，Hom－

Wain邸ow　Scaleの標準化が行われていないため，

これに該当するような喫煙動機を多角的に測定可

能な尺度が必要とされている。そこで，本研究で

Tab1e1　6つの喫煙動機

1．刺薮

「刺激」を求める喫煙とは．気持ちを昂揚させたり．覚葭を上げたり．覚醒が下が

るのを防ぐための喫撞である．

2、快楽・リラックス

「快楽・リラックス」の喫擾とは．楽しい気分を盛り上げたり．リラックスや済足

を得るための嘆厘である．臭擾すること一が．楽しく気持ちの良い行為であるために

喫煙する．

3一塵覚・逗動操作
「感覚・醐痂作」の喫煙とは．タパコに火をつけたり、煙の蛤を作ったり．火の

ついたタパコをもてあそんで暇をつぷしたりするような喫煙である．稟煙における

一邊の助作が実擾を促す．

4一不快な毫情の除去

「不快な感情の除去」のための察煙とは，喫煙者の怒り、不安．恥・当悪など不快

な感情を取り除いたり．爵めたりする案擾である．

5．習慣

「習拮」の嘆煙とは・たいした理由もないのに自功駒かつ習慣的に行う異煙であ

る・実鳳喫煙者はタバコを吸っていることさえ意竃せず．灰皿に火のついたタパ

コがあっても別のタパコに火をつけることがある．

6．嗜好

「嗜好」の臭煙とは・強い欲求を満足させるための裏撞である．糞康．喫煙者には

タパコを吸わなけれぱ抑えられない奥厘1こ対する強い欲求が起こる骨合がある．

は，まず研究1として，喫煙動機を測定すること

が可能な喫煙動機評価尺度（The　Reasons　for

Smoking　Assessment　Sca1e：以下，R　S　A　Sと

路記する）を作成することを目的とする。

　ところで，喫煙が心身の健康に及ぽす影響はさ

まざまに報告されている。たとえぱ，身体的健康

に及ぽす否定的な影響としては，喫煙は悪性腫瘍，

虚血性心疾患，脳血管疾患，慢佳閉塞性肺疾患な

どの危険因子であることが報告されている（洲脇，

1996）。その一方で，喫煙には肯定的な精神作用が

あり，喫煙者は喫煙することによって自己の感情

をコントロールしているという報告も多い。たと

えば，Warburton（1985）は，喫煙者はさまざま

な状況下で喫煙本数や吸い方を調節し，脳に達す

るニコチン量を正確にコントロールしながら心理

状態をコントロールしている，すなわち喫煙はさ

まざまな状況に対するコーピングの1つとなって

いる，と述べている。わが国でも，適度の喫煙は

ストレスコーピングとしての機能を果たしている

という研究報告（たとえば，野村・久保木，1991；
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小田・佐藤・森田・中村・蓑下・飯塚・三輸・村

上・有園・藤井，1995など）がなされている。こ

のように，適度な喫煙はストレスコーピングとし

て働き精神的健康に対して有効であると考えられ

る。しかしながら，近年では，タバコに含まれる

ニコチンがアルコールやモルフィンなどと同様に

依存性を示すことが指摘され，ニコチン依存症の

研究が盛んに行われているが（たとえば，宮里・

大原，1996），仮にニコチン依存度が高い状態で

も，喫煙がストレスコーピングとして有効に機能

するかどうかは十分には明らかにされていない。

　そこで研究2では，ニコチン依存に焦点を当て，

まず，①ニコチン依存度と年代，喫煙年数の関違，

②ニコチン依存と喫煙動機との関連について調べ，

さらに，③ニコチン依存度の程度がストレスコー

ピングとしての喫煙の役割にいかなる影響を及ぼ

すかに関して検討を加えることを目的とする。

【研究1：喫煙動機評価尺度（RSAS）の作成】

　　　　　　　　　目　的

　研究1では，喫煙動機を測定することが可能な

RSASを作成することを目的とする。

　　　　　　　　　方　法

1．質問項目の収集とRSAS予備尺度の作成

　喫煙動機の分類と質問項目は，主としてHorn－

Waingrow　Scaleに準じた。具体的には，まず，

Hom－Waingrow　Scaleの質問項目を和訳してそ

の喫煙動機の分類に従って，「刺激」3項目，「快

楽・リラックス」2項目，「感覚・運動操作」3項

目，「不快な感情の除去」6項目，「習慣」4項目，

合計18項目を収集した。ただし，原尺度の「嗜好」

とそこに含まれる質問項目は小田ら（1995）でも

指摘されているように，動機というよりも依存の

概念に近いと考えられるため，また，依存状態を

測定するのに適した日本語版の尺度はすでに存在

するため（たとえぱ，FagerstromTestforNico－

tmeDependence研究2で詳述する），この段階

でRSAS予備尺度からは削除した。さらに，小田

ら（1995）を参考にして「快楽・リラックス」は，

第11巻第1号1998年

他の喫煙動機と項目数のバランスをとるため，「何

人かでタバコを吸いながら話すのが楽しい」，「他

人とのつきあいで喫煙する」という2つの項目を

追加して4項目とした。以上の結果，最終的に「刺

激（3項目）」，「快楽・リラックス（4項目）」，「感

覚・運動操作（3項目）」，「不快な感情の除去（6

項目）」，「習慣（4項目）」という5つの動機が想

定され，合計20の質問項目からなるRSAS予備尺

度が作成された。

　回答方法は，各項目の表出の程度を4件法（そ

うではない・すこしそうだ・だいたいそうだ・ま

ったくそうだ）で評定する。各回答に1～4点を

与える。

2．調査時期

　1996年9月下旬～11月上句。

3．調査対象老

　首都圏の大学生，一般成人549名（男性356名，

女性193名）を調査対象とした。年齢範囲は18～85

歳，平均年齢は38．9歳（SD＝15．8）であった。こ

のうち，喫煙者は253名（男性211名，女性42名），

非喫煙者（これまでに喫煙を続けたことがない）

は218名（男性83名，女性135名），前喫煙者（以前

に喫煙していた）は78名（男性62名，女性16名）

であった。研究1では，RSAS予備尺度の回答に

記入もれや記入ミスのない喫煙者245名（男性206

名，女性39名，平均年齢37．O歳，SD＝14．9）を分

析の対象とした。

　　　　　　　　結果と考察

1．RSASの因子構造
　調査対象者のRSAS予備尺度に対する回答に

1点（そうではない）～4点（まったくそうだ）

を与え，その得点をもとに，Macintosh上で動作

するSPSS日本語版を用いて主因子法，バリマッ

クス回転による因子分析を行った。因子数は最初

に5つの動機を想定したことから，5因子を中心

に3因子から7因子までの分析を行い，それぞれ

の結果を得たが，固有値の落差，各因子の解釈可

能性，各因子に含まれる質問項目の内容，などを

考慮して，5因子18項目（因子負荷量が．40以上の

項目）を採用した。さらに，最終的な因子構造を

調べるために再度同様の因子分析を行ったところ，
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Table2喫煙動機評価尺度（RSAS）の因子分析結果

（宥鶉サンプル簑＝1砧〕

質周項目
　■出圓手
！　　匝　　1　　皿　　v　共i佳

I．不倹な艘竈⑦除去（o＝．83）

驚；；驚；1；lllllllほ

一、己む・祠汝　｛o＝一加〕

1’一鮎ちを‘o上1ナ舌ためI＝臭量す昌．

目．畠分を，担して．淑を■o貝林6仁；田巨する．

7．ゆううつ坦ときに竈1二屯ることや心日ごとを助君た出に臭臣する、

加一着脳下し机、ように鴉す昌．

□．　召竈　（匝1．‘4）

岨いつのまIニホタ’｛コを回‘二くわえてい舌④仁員付くことホある．

皿反□‘二共oついた夕’｛コカ砂し＾，てい君切【員旬ホす、次ωタパ］に火をつけ；ことがあ；、

L坦す昌二となく目■■1二，邊す看．

π．快藁・リラヲクス　〔O＝一“〕

1ユ晒I宣心」‘よいもOだと里う、

咀．何〃でタパコを唖い佐がら匡寸Φオ＝蔓しい、

5．靱す昌と．当Lくてリラ，クスした鮒ち1二畑．

V．8覚・…1饒擾作（o‘、62）

1且タパコを唖う蔓しみ画一一っ．主タパコに共をっIi；こと世

6。ク’｛コを口う蔓しみO→‘主吐圭出したタパ］O簑を兄看二と担

’．タ’｛コ｛手‘＝Lてもて畠モ』＝田．吉ク’｛コ壱1う竈しみO←’つで5る．

．l1　　．i5　　．蛆　　．o一

．＝田　　．”　　．oo　　．㎝

．1一　、m　　j口　．B

j岨　　．口　　．o一　　．万

．型　．迦　，ヨー　．岬

．帥

．ヨー

．ω

．珊

jヨ

岨；ポ1

1ポ1扱1

｛ll｛1獺；

因子負荷■2乗和

奇与軍（％）

　』　　％

ユ硯　1．‘フ　I．5I　1．“　1．覗

旭岬　，．カ　！．帥　＝．睨　7．ヨ，

口．〃胆η珊．oo］蓼．一1砧．’ヨ

解釈可能な5因子が摘出された（Table2）。なお，

各因子に含まれる項目は，因子負荷量が．40以上の

ものである。

　第I因子（5項目，寄与率13．47％）は「不愉快

な気持ちになったり，動揺したときに，タバコに

火をつける」，「腹を立てたとき，タバコに火をつ

ける」など，不快な感情の抑制に関する項目で構

成されているため，「不快な感情の除去」因子と命

名した。第II因子（4項目，寄与率9．25％）は「気

持ちを盛り上げるために喫煙する」，」「自分を刺激

して，元気を取り戻すために喫煙する」など，気

持ちの高揚や刺激に関する内容の項目で構成され

ているため，「高揚・刺激」因子と命名した自第III

因子（3項目，寄与率8．37％）は「いつのまにか

タバコを口にくわえているのに気付くことがあ

る」，「灰皿に火のついたタバコが少し残っている

のに気付かず，次のタバコに火をつけることがあ

る」など，習憤的な喫煙に関する項

目で構成されており，「習慣」因子と

命名した。第1V因子（3項目，寄与

率8．02％）は，「喫煙は心地よいもの

だと恩う」，「喫煙すると，楽しくて

リラックスした気持ちになる」など，

楽しみやリラックスに関する喫煙を

表す項目で構成されているため，「快

楽・リラックス」因子と命名した。

第V因子（3項目，寄与率7．32％）

は「タバコを吸う楽しみの一つは，

タバコに火をつけることだ」，「タバ

コを手にしてもてあそぷのは，タバ

コを吸う楽しみの一つである」など，

喫煙における何気ない一連の動作を

内容とする項目で構成されているた

め，「感覚・運動操作」因子と命名し

た。

　本研究の因子分析の結果抽出され

たRSASの因子は，Hom－Wain－

grow　Scaleの因子にほぽ対応する

ものであったため，RSASは構成概

念妥当性があることが示唆された。

すなわち，RSASを使用することに

よって，喫煙動機として「不快な感

清の除去」，「高揚・刺激」，「習慣」，「快楽・リラ

ックス」，「感覚・運動操作」を査定するこξがで

き，多角的に喫煙動機を検討することが可能にな

ると思われる。

2．RSASの信頼性

　さらに，内的整合性を検討するために，Cron－

bachのα係数を算出した。その結果，第I因子か

ら第V因子まで，それぞれα＝．83，α＝．70，

α＝．64，α＝．64，α＝．62という比較的高い値が得

られ，各因子とも内部一貫性があることが示され

た。各因子とも下位尺度としての信頼性を満足さ

せる水準にあると考えられた。

　以上，1，2の結果から，5因子合計18項目か

らなるRSASが作成された。今後は引き続き基準

関連妥当性など他の妥当性の検討，再テスト法に

よる信頼性の検討などをすすめ，RSASの精度を

高める必要がある。
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【研究2：ニコチン依存が喫煙のストレスコーピ

ングとしての役割に及ぼす影響】

目　的

　研究2では，①ニコチン依存度と年代，喫煙年

数の関連，②ニコチン依存と喫煙動機との関連，

③ニコチン依存度の程度がストレスコーピングと

しての喫煙の役割にいかなる影響を及ぽすか，に

関して検討を加えることを目的とする。

　　　　　　　　　方　法

1．調査時期

　研究1と同じ。

2．調査対象老と手続き

　研究1と同じ対象者に調査票を実施した。下記

の各解析に必要な尺度，フェイスシート（年齢，

喫煙年数等）の回答に記入もれや記入ミスのない

ものを解析の対象とした。なお，各尺度の総得点，

下位尺度の得点について性差を検討したところそ

の多くに有意差や有意傾向が見られたこと，男女

の有効サンプル数に偏りが見られること，などを

考慮し，下記の各解析は男性のみを対象とした。

3．調査票の内容

　調査票は，年齢，性別，喫煙年数等を尋ねるフ

ェイスシート，数種の尺度で構成されているが，

本研究では，解析には以下の3つの尺度を使用し

た。

①FagerstromTestforNicotineDependence（以

下，FTNDと略記する）：ニコチン依存度を測定す

る　（Heatherton，Koz1owski，Frecker，＆Fager－

strom，1991）。洲脇（1995）によって邦訳されて

いる。6つの質問項目のうち，ニコチン，CO，コ

ニチンなどニコチン依存症の生物学的指標と関連

性の深い2つの質問項目「起床後何分で最初の喫

煙をしますか」，「一日に何本吸いますか」は4件

法（O点～3点），その他の質問項目は2件法（O

点，1点）で評定する。総得点の範囲はO～10点

である。

②RSAS：喫煙動機を測定する。研究1において

作成された。「不快な感情の除去（5項目）」，「高

第11巻第1号1998年

揚・刺激（4項目）」，「習慣（3項目）」，「快楽・

リラックス（3項目）」，「感覚・運動操作（3項目）」

の5因子合計18項目から構成されている。4件法

（1点～4点）で評定する。総得点の範囲は

18～72点である。

③心理的ストレス反応尺度（Stress　Response

Scale：SRS－18）：心理的ストレス反応を測定す

る。鈴木・嶋田・坂野（1995）によって作成され

た。「抑うつ・不安（6項目）」，「不機嫌・怒り（6

項目）」，「無気力（6項目）」の3因子合計18項目

から構成され，4件法（O点～3点）で評定する。

総得点の範囲は0～54点である。

　　　　　　　　結果と考察

1．ニコチン依存度と年代，喫煙年数との関連

　FTNDの総得点について，年代（10代，20代，

30代，40代，50代，60代以上），あるいは喫煙年数

（5年以下，6～10年，11～15年，16～20年，21～25

年，26～30年，31～35年，36－40年，41年以上）

を要因とした1要因の分散分析を行った。その結

果，年代の要因（F［5，201］＝3．55，力く．01），喫煙

年数の要因（F［8，197コ・3．64，力く．01）はともに有

意であった（Table3，4）。それぞれTukey法

Table3年代別のFTND平均得点および分散分析
　　　　結果

　　　　　　　　　　　　　　　　〔宥効サンプル数＝207〕

年代

FTND得点　3．29　　ヨ．乃　　　4．50　　46昌　　4，46　　4，50　　3－55｝

　　　　（一j皿〕　　（2刀7〕　　（253〕　　（Z3η　　　（23η　　　（225〕

（　〕内は標準信差

1〕内は人藪

帥p＜．01

Tab1e4喫煙年数別のFTND平均得点およぴ分散
　　　　分析結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔有勃サンプル敦＝狐］

鯉轍
5年以下　卜1嘩　1トb隼1‘～加年2トカ年加珊年ヨト35年珀～珊年4峰以上　F讐

㈹　　1刎　　1昌j　o王〕　［B〕　［型1　1η〕　l1畠1　［12〕

FT“D融蝸　洲　im　狐　棚　｛35　榔　4η　‡75
　　　1顯　岬　㈹　㈱　幽　1犯1〕116ヨ〕岬　㈱

独｝

（　〕内は婁準i差

1〕舳人養

I．Pく』1
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喫煙動機評価尺度（RSAS）の作成ならびにニコチン依存が喫煙のストレスコーピングとしての役割に及ぼす影響

による多重比較を行ったところ，①ニコチン依存　　群（平均得点十1SD未満～平均得点一1SD以

度は年代が30代以上で高くな、ること，②ニコチン　　上，139名），低群（平均得点一1∫D未満，34名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の3群に分け，ニコチン依存度を独立変数（高群，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中群，低群），喫煙動機評価尺度の総得点を従属変
Table5ニコチン依存度と喫煙動機の相関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数とした1要因の分散分析を行った。その結果，

　　　　　　　　　　　　喫鰍　　　　有意差がみられた（F［2・203］三10・5い〈・01）た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め，Tukey法による多重比較を行ったところ，高
　　　　　　擁不憾醐誰諮棚　翫　鰹・1ラ棚堕・醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群＞中群〉低群という結果が得られた（Table
ニコチン依存度f鮒　斑榊　21｝　51榊　．ll｝　．u皿1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）。さらに，ニコチン依存度を独立変数（高群，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中群，低群），喫煙動機評価尺度の5つの下位尺度
　　　　　　　　　　　　　　　　　＃＊ρ｛．01
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の得点を従属変数とした1要因の分散分析を行っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たところ，「不快な感情の除去」（F［2，203コ・

依存度は喫煙年数が11年以上から高くなること，　　10．51，力＜．01），「習慣」（F［2，203］三31．35，ク〈．01）

が明らかにされた。　　　　　　　　　　　　　　において有意差がみられた。Tukey法による多重

2．ニコチン依存度と喫煙動機との関連　　　　　比較を行ったところ，両下位尺度ともに，高群＞

　ニコチン依存度と喫煙動機との関連を調べるた　　中群＞低群という結果が得られた（Table6）。

めに，Pearsonの積率相関係数を算出した。その　　　以上の結果から，ニコチン依存度の高さと喫煙

結果，FTNDの総得点と喫煙動機評価尺度の総得　　動機の高まりとの問には関連があり，ニコチン依

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　存者は，とりわけ不快な感情

Table6ニコチン依存群のRSAS平均得点および分散分析結果　　　　　　の除去や習慣を動機として喫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煙することが示された。すな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔有効サンブル藪＝那〕　わち，ニコチン依存者はスト

馨

依存恒群〔34〕 俵存中群　〔139〕依存高馨　1＝33〕 F値

R　S　A　S繕得点

I不快な塞情の陰去

l1高掲・剰激

ll1習慣

lV快奈・リラックス

V肇覚・運動操作

31．21

（7．09）

8．71
（2．83）

6，18
（L？1）

3．85
（1一側〕

7．09
（2－48）

5．38

（z2η

35．49

（7－90）

1O．60

（3一的

7．12
（2一η〕

5．55
（1－61）

7．45
（1，97〕

4．76
（L82〕

40．30

（9－76〕

一2、？3

（4－05〕

？．42

（2－90）

7．21
（2－07）

8．18
（1－93）

4．？6

｛1．η

10j8■．
M）L．、H．■）M，L

m51，．

M）L．，H．■｝M，L

　2，78　皿．sl

31．35帥

H〉M）L”

2．34回．5，

151皿．5、

（　）内は蟹阜但差

〔〕内は人敦
L：依存低富、M：｛表1字中毒．H：依4字肩群

点，4つの下位尺度（「不快な感情の除去」，「高揚・

刺激」，「習憤」，「快楽・リラックス」）の得点との

問に有意な正の相関が認められた（Table5）。そ

こで，FTNDの得点をもとに，ニコチン依存度を

操作的に高群（平均得点十1SD以上，33名），中

，pく・05　．‘1，く・01

レスコーピング（陰性感情の

除去）を喫煙動機の1つとし

ていることが明らかになった。

3．ニコチン依存の程度が喫

　煙のストレスコーピングと

　しての役割に及ぼす影響

　本研究では，約70％の喫煙

者が喫厚をストレスコーピン

グとして用いると回答した。

そこで，ストレスコーピング

として喫煙していると答えた

者を，FTNDの得点をもと
に，操作的に依存高群（平均

得点十1S0以上，25名），依

存中群（平均得点十1s0未

満～平均得点一1SD以上，95名），依存低群（平

均得点一1∫D未満，27名）の3群に分けた。さ

らに比較対象として非喫煙群（81名），前喫煙群（以

前喫煙していたが現在は禁煙している，60名）を

含めた5群を独立変数，心理的ストレス反応尺度
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Table7

早稲田大学人問科学研究第ユユ巻第1号

ストレスコーピングとして喫煙を行うニコチン依存群のSRS平均得点

および分散分析結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［有効サンプル敷＝勉茗〕

冒

非喫煙葺〔81〕前喫擾暮〔60〕依存低冒〔2了〕佳存中冒て95〕依存高暮〔25〕 F値

SRS饗得点　　30．24

　　　　　｛1o，30〕

，抑うつ・不安　　　ユ臥09

　　　　　　14．1ヨ〕

l1不擾む・怒リ　　　9．ヨ6

　　　　　　（3，4ヨ〕

ll1無気力　　　　　　10．？9

　　　　　　（4．24〕

η．岬

18．目6〕

＆邸

o，03〕

9．05

岬〕

9．47

13j5〕

珊．醐

（9．％〕

1肥2

（4，33〕

m．37

㈹〕

m．00

c．刎〕

30」o
（10－2呂〕

9．兜

〔4．22〕

9－53

｛ヨ、66〕

lo、“

o，9”

記．o君

口工41〕

10－56

｛553〕

1”6

榊η

9．％

（401）

1．79u．

1．71阯．

　4．55‘‘

月洲“，B■‘，M．．，L．

　1．η■！．

（　）内は擾準偏差

1〕内は人敷

N＝非要痩群，B：前喫煙群，L＝依存低群、M：俵存中醇．H：陵存高聾

の総得点および下位尺度の得点を従属変数とした

1要因の分散分析を行った。

　その結果，「不機嫌・怒り」において有意差が認

められた（F［4，283］＝4．55，ヵ＜．01）ため（Table

7），Tukey法による多重比較を行ったところ，依

存高群は他の全ての群より「不機嫌・怒り」得点

が高いことが示された（Fig．1）。以上の結果によ

り，ニコチン依存度が高すぎる者は不機嫌・怒り

が強く，喫煙がスト．レスコーピングとしての役割

を果たしていない可能性が示唆された。

．P＜・05．．Pく・Ol

ユ998年

まとめ

　研究1では，5因子合計18項目からなるRSAS

が作成された。今後はRSASを便用することによ

　14

　ユ3

　ユ2

　11
得

　10
点

　9

　8

　7

　6
　　非喫煙群　　前喫煙繋　　依存低群　　依存中群　　依存高群

　　　　　　　　　　　　　　　＊ρく一05　　＊＊ρく、01

Fig．1ニコチン依存の程度による「不機嫌・怒り」得

　　　点の差

って，喫煙動機として「不快な感

情の除去」，「高揚・刺激」，「習

慣」，「快楽・リラックス」，「感覚・

運動操作」などを査定することが

でき，多角的に喫煙動機を検討す

ることが可能になり，喫煙行動の

形成過程についての理解，禁煙プ

ログラムの作成や実行等に有益な

情報が得られると思われる。引き

続き基準関連妥当性など他の妥当

性の検討，再テスト法による信頼

性の検討などを行い，R　S　A　Sの

標準化をすすめる必要がある。

　一方，研究2では，男性の場合，

まず，①ニコチン依存度は年代が30代以上で高く

なること，②ニコチン依存度は喫煙年数が11年以

上から高くなること，が明らかになり，ニコチン

依存度が高まる時点がおおまかに示された。さら

に，③ニコチン依存者は不快な感情の除去を目的

としてあるいは習慣として喫煙すること，が明ら

かにされ，ストレスコーピングとして喫煙が利用

されることが示された。この結果は，野村・久保

木（1991）や小田ら（1995）の研究を支持するも

のと考えられる。ただし，本研究では，④ニコチ

ン依存度が高すぎると，喫煙はストレスコーピン

グとしての役割を果たせなくなることも明らかに

なり，このことから，ニコチン依存度の程度がス

トレスコーピングとしての喫煙の有効性を左右す

ると考察された。すなわち，喫煙の精神的健康に

対する有効性を判断する際にはニコチン依存度を

あわせて評価する必要があることが示唆された。

また，今回は男性のみを対象としたが，今後は女

性についても検討する必要がある。
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